
タンパク質の分解は多くの生命現象の制御に関与している。プロテアソームは不要なタン

パク質を特異的に分解する役割を担う分解酵素であり、本経路の破綻は癌やアルツハイマー

病、パーキンソン病など多くの疾患の原因となり、その機能を制御することで治療薬となる。

本講義ではプロテアソームのタンパク質分解により制御される生命現象と、X線結晶構造解

析を通して明らかになった、その仕組みについて解説する。 
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  ▼ 講座の概要 

 

 

 

 

 

 

 

  ▼ 講座内容 

 

平成２５年度兵庨県立大学 生涯学習講座 

 

《 元気な学問 》 
 

生命の制御とタンパク質分解 
実施日:平成２５年 8 月 20日（火） 

時間：13：00～14：30 

タンパク質は生体を構成する重要な成分であり、生体内ではつねに合成と分解が繰り返さ

れている。リボソームにより行われるタンパク質の合成は非常に正確で厳密に制御されたも

のであり、その重要性から多くの研究が行われてきた。一方、タンパク質分解の役割は、胃

や腸において栄養素を吸収するための手段としての認識が大きかった。しかし、ユビキチン

-プロテアソームタンパク質分解経路のようにおおがかりで、厳密に制御された選択的なタ

ンパク質分解のシステムが、生体内の制御において必要不可欠であることが明らかにされ、

タンパク質分解経路の破綻が癌やアルツハイマー病、パーキンソン病など多くの疾患の原因

となることが示された。プロテアソームは立体構造が壊れたタンパク質など、生体内で不要

なタンパク質を選択的に分解する高度に制御されたシステムを持ったタンパク質複合体で

ある。本講義では、Ｘ線結晶構造解析により明らかにされたプロテアソームの立体構造をも

とに、プロテアソームが行う、高度に制御された分解のメカニズムとともに、プロテアソー

ムＸ線結晶構造解析のための研究の取り組みを紹介した。 


